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2022 年９月 19日（火） 

文責：花岡裕子 

 

ひだまりの家プロジェクト第一弾企画とりまとめ資料 9月 20 日用 

 

『公民館でやりたいこと』 

 WHY：OK 

 全国的にみても不登校や引きこもりが多い長野県、その中でもワーストにちかい不登校者数を

誇る東御市である事実から、不登校者数を減らすためにも、不登校者に対しての居場所づくり

をゴール①として、アクションを起こす 

 

 GOAL：OK 

 居場所づくりの第一段階として、テスト企画を実行すること。居場所づくりのヒントを得ること 

 

 WHEN： 

 11月 13日（日）13時～15時 

 

 WHERE: 

 滋野コミュニティセンター（旧滋野公民館） 

 10時～17 時全館貸し切り 

 スクリーン、椅子、机有（何人分あるのか？） 

 プロジェクターとパソコンは市のものを無料で借りられる 

 マイクは？ 

 スクリーンは？ 

 

 WHO： 

 ひだまりの家プロジェクトメンバーが実行メンバーのみで（東御市企画振興課は⇒×） 

 

 WHOM（ターゲット）： 

 いったん絞らない 

 不登校（今回はひきこもり年齢より前）者とその親、近親者に不登校がいる方、知り合いに

不登校がいる方。全く関係がないが興味がある方も OK 
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 WHAT： 

 親：竹内延彦さんの講演＆対話交流会 

 12時～お昼食べつつ打ち合わせ 

 13時～14 時：講演 

 14時～14 時 30 分：質疑応答 

 14時 30分～15時：ワールドカフェ 30分 

 15時：終了 

 15時～16 時：片付け撤収 

 

 講演テーマ： 

 村山さんコメント：こちらの希望や身近で子なったり聞きに来たい人がいたら少しリサーチ

してほしい 

 

 子：遊ぶ（スライム、オセロ、将棋、折り紙、お絵かき、塗り絵、ストラックアウト、コミケロボ） 

 

 参加者にとってのベネフィットは？ 

 親：気になっていたことの情報収集ができること？ 

 子：ここにくると楽しいと思えること？ 

 

 HOW： 

 集客 

 イベントの宣伝方法 

 市報に載せる（別添資料有） 

 ビラ配り 

 どこに配るとよいのか？（ディスカッション宿題） 

 （8･19）小中学校 

 （8･19）公民会 

 （8･19）市役所入口 

  
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 当日に向けての準備 

 タスク＆当日までのスケジュール管理 

 竹内先生の予約と事前打ち合わせ 

 公民館のブロックと事前下見 

 当日のタイムスケジュール決め 

 備品の準備 

 当日の人員配置 

 アンケート取得 

 振り返り方法 

 イベント保険 

 

 

 

 HOW MUCH： 

 竹内さん：無料 

 公民会：無料 

 プロモーション代：無料 

 イベント保険：社教の方に聞く、、、 

 おもちゃ代：論点 

 

 

 

 

 

 

 



2022 年 9月 19日（月） 

文責：花岡裕子 

 

市報とうみ用ホワイトボード案 

 

 タイトル 

 案1 『子どもの多様性を考える～不登校はどうすれば減るのか』対話会の開催 

 

 案2 『東御市の不登校について考える』対話会の開催 

 

 案3 『東御市と子どもの未来を考える会』の開催 

 

 

 日時：11月 13日（日）午後13時～15時  開場 12時 45分から 

  

 場所：東御市 滋野コミュニティーセンター（旧滋野公民館）東御市滋野乙2962番地 

 

 講演会＆対話会講師：竹内延彦東御市子供政策アドバイザー 

：東御市出身。2022年 4月まで長野県庁で長野県の子ども若者支援、次世代を生きる子

どもたちのための「信州型自然保育（信州やまほいく）認定制度の創設と普及推進に従事。 

 お子様もぜひ連れてきてください。講演会対話会中は、会場1階でスタッフがお子様を見守って

います 

 

 申し込み：メールアドレス？？11月 10日（木）迄 

人数制限かけるか？入場者リスト必要？メールへ連絡のほうがいいのか？ 

 

 お問い合わせ：東御市役所 企画振興課 企画政策係 電話0268-64-5806 

さすがに、プライベート電話番号は難しい、、、 


